
（別紙２－１） 

１ 自己評価及び外部評価結果 

 

作成日  平成 26 年 10 月 3 日 

【事業所概要（事業所記入）】 

事 業 所 番 号 4271401822 

法 人 名 社会福祉法人 楽々会 

事 業 所 名 グループホーム 楽苑 

所 在 地 
〒859-1402 

長崎県島原市有明町湯江乙 1138 

自 己 評 価 作 成 日 平成 26年 8月 1日 評価結果市町受理日 平成 26年 10月 21日 

 

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。 

基本情報リンク先URL http://www.kaigokensaku.jp/42/index.php 

 

【評価機関概要（評価機関記入）】 

評 価 機 関 名 特定非営利活動法人 ローカルネット日本評価支援機構 

所 在 地 長崎県島原市南柏野町 3118-1 

訪 問 調 査 日 平成 26年 9月 25日 

 

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】 

全員が女性スタッフで、きめ細やかなサービスを提供しており、開設当初から職員

の退職者もなくチームワークも良く取れています。 

 立地的に自然に囲まれた環境の中、苑内にて犬や山羊を飼い、利用者の方との触

れ合いにも役立っています。 

 

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】 

今年開設 10年を迎えた当該事業所は、「楽苑は楽しいところ」の理念が介護現場で遺憾なく発揮

され、入居者が安心して過ごせるよう笑顔あふれる空間づくりに取り組んでいる。職員一人ひと

りの経験や持ち味が業務の中で生かされ、職員がお互いに支え合いながら入居者に対し真剣に向

き合う姿が、介護における安定感や苑全体にぬくもりを与えている。地域に対しても「常に入口

を広くありたい」と顔なじみの関係を大事にしたい考えがあり地域の敬老会、文化祭、保育園の

運動会に招待され、また婦人会等の慰問を通して、地域の一員としての交流が行なわれている。

入居者にとっても住み慣れた地域との接点を持つことができる事は生活の中で大きな喜びにも

つながっており、職員は入居者や家族の人生に関与している意識を常に持つなど、居心地のいい

生活を支援することに全力で向き合う管理者や職員の姿から、今後ますます期待の持てる事業所

である。 

 



（別紙２－２） ユニット名　楽１棟

Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

5 4 ○市町との連携

　　　　　　　　１　自己評価及び外部評価結果

外部評価

実施状況
次のステップに向
けて期待したい内

容

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

　市町担当者と日頃から連絡を密
に取り、事業所の実情やケアサー
ビスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組
んでいる

外
部
評
価

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

項　　　　　　　目

自
己
評
価

自己評価

実施状況

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

「楽苑は楽し
い苑　楽しく
なければ楽苑
じゃない」と
いう理念の
下、その理念
を常に心掛け
て取り組んで
いる。

敬老の日や町の
文化祭等で各地
域へ慰問を行
い、
そういう場を大
切にし、理解や
支援方法につな
げている。

毎朝申し送りの際に
「今日も楽しくして
いきましょう」と理
念の意識付けを行
い、「視線を合わせ
て会話をする」など
毎月具体的な目標を
掲げることで理念が
確実に実践できるよ
う職員全体で取り組
んでいる。

近隣の保育園か
らの慰問、中学
生の福祉体験、
婦人会との交
流、地元消防団
との消防訓練の
実施等、日常的
に交流してい
る。

地域に対して入口を
広くしたいとの思い
から地元行事や保育
園訪問を通して地域
との接点を持ち地域
理解や、顔なじみの
関係作り、また心の
交流を働きかけるこ
とが利用者や地域の
安心、喜びにつな
がっている。

二ヶ月に一度、
地域包括支援セ
ンターの職員、
利用者家族、自
治会の方を交え
て、サービス内
容・現状報告等
の意見交換を行
い、サービス向
上に活かしてい
る。

推進会議では入居者
の状況報告を通して
事業所としての方針
や苦慮している部分
を報告し問題や課題
に真摯に取り組まれ
ている。状態報告を
通し委員からの助言
のもと権利擁護制度
の活用に至るなど、
関係者からの実直な
意見や助言を聞く機
会として活用されて
いる。

町の文化祭で
は、公共施設を
活用させて頂
き、そういった
場でサービス内
容をお伝えした
り、相談事で市
の窓口に出向い
たりと協力関係
を築くよう取り
組んでいる。

推進会議において事
業所の離設事故を報
告し、認知症徘徊事
故における緊急時の
対応など行政からの
助言をもとにマニュ
アルの整備に取り組
んでいる。今回の離
設事故を通し関係機
関との捜索において
連携を強化したいと
問題に真摯に向きあ
う姿勢を持ってい
る。

離設事故に対する事業
所独自のマニュアルの
整備を早急に行うこと
や、今回の事故を通し
て関係機関への協力調
整に積極的に取り組む
必要性が感じられる。
利用者、家族が安心し
て過ごせる体制作りと
して行政に積極的に問
題提議するなど、地域
とのネットワーク作り
の強化や取り組みが期
待される。
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6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

9 ○契約に関する説明と納得

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の

　反映

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

入居者本人、家族に対し
喜びを感じてもらえる生
活を支援したいと、日ご
ろから家族との関係性や
意思疎通を大切にしてい
る。しかし、内面的な満
足度が見えにくいため今
回目標達成計画を掲げア
ンケートを作成し取り組
んでいる。明確な満足度
の可視化は難しかった
が、今後も手法を工夫し
取り組みたいとしてい
る。

管理者は職員に対し
て入居者の状態変化
や、業務の中で生じ
た気づきなど、朝礼
やミーティング以外
にも職員の言葉に耳
を傾け、問題点や現
状を把握しながら必
要な環境を調整し入
居者や職員の安心感
につながるよう取り
組まれている。

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

毎朝の申し送
りや職員会
議、事業所会
議等で意見交
換を行い、日
常的にも職員
間で話し合
い、意見の反
映につなげて
いる。

身体拘束は行わな
い。しかし、どう
してもやむおえな
い場合は、家族と
相談のうえ、書面
でのサインを頂き
了承を得ている。
日中は玄関の施錠
も行っておらず、
センサー対応にて
行っている。

事業所は入居者の尊
厳を守るために身体
拘束は行わない方針
であり、職員による
見守りの充実やコ
ミュニケーションの
工夫によって入居者
の行動や心理症状に
注意を払い、行動の
把握を行うことで身
体拘束廃止に向け職
員全体で取り組んで
いる。

全職員が虐待が
あってはならない
ことを理解し、
行っていない。
研修会も行ってい
る。言葉や態度ひ
とつにしても注意
を払い防止に努め
ている。

地域包括セン
ターの元、権利
擁護等について
学ぶ機会があ
り、必要性があ
る方には話し合
い、活用できる
よう支援してい
る。

契約前には事前
に施設見学をし
て頂いたり、利
用者やご家族の
要望等を十分に
伺い、説明を
し、理解・納得
を図っている。

ご家族の面会
時や運営推進
会議等で意見
や要望を伺っ
たり、玄関近
くにアンケー
ト、意見箱の
設置をし、外
部へ表せる機
会を設け運営
に反映させて
いる。
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12 ○就業環境の整備

13 ○職員を育てる取組み

14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

17 ○初期対応の見極めと支援

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

職員の能力、力
量を把握し、外
部研修の参加を
促すことによ
り、各自の意識
向上につなげ、
やりがいを持っ
て働いていける
よう努めてい
る。

本人と家族が
今、必要とし
ている支援を
見極め、一番
良いサービス
ができるよう
対応に努めて
いる。

講習会や勉強
会、研修会を
通じ、互いの
意見交換を行
い、サービス
の質の向上に
役立てるよう
取り組んでい
る。

職員の能力や
実績などを把
握し、職員が
向上心を持っ
て働けるよ
う、環境、条
件の整理に努
めている。

利用者の不安
や要望等につ
いて話を伺
い、本人が安
心して生活で
きるよう、関
係づくりに努
めている。

家族の不安や
要望等につい
て相談し、本
人・家族とも
安心して生活
できるよう関
係づくりに努
めている。
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18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

受診での外出の機会
を利用し、行きつけ
の商店や美容室、自
宅周辺へのドライブ
に出かけているほ
か、家族の協力も得
ながら法事や墓参り
等、これまで培って
きた入居者の思いに
より添い、穏やかで
安心した生活を送れ
るよう支援されてい
る。

職員は入居者の表情
や仕草の観察を行
い、常に意向や思い
を問いかけている。
重度の認知症や失語
症など、意思疎通が
困難な入居者に対し
ても状態に応じた声
かけを工夫しなが
ら、周囲からの情報
や働きかけを通し利
用者の暮らしがより
充実したものとなる
よう実直に取り組ま
れている。

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

利用者の能力を
見い出し、役割
を担ってもらう
ことで、介護さ
れるだけではな
く、一緒に生活
を共にする関係
を築いている。

家族の面会時に
は、その時間を
大切にし、一緒
に外出をしたり
共に過ごしたり
と家族の絆を大
切にしながら本
人を支えていく
関係を築いてい
る。

知人が気軽に
遊びに来られ
たり、行きつ
けだった店へ
買い物に出掛
けるなど、馴
染みの関係が
途切れないよ
う支援に努め
ている。

利用者同士の
関係を把握
し、共に支え
あって生活で
きるよう支援
に努めてい
る。
近くに入院さ
れた方にはお
見舞いに伺っ
たり、施設外
で家族の方と
会ったりした
時は、経過を
伺ったりと、
相談や支援に
努めている。

利用者との会
話の中で本人
の思いや希
望、意向の把
握に努め、困
難な場合は、
態度や言葉の
流れの中で把
握するよう努
めている。
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24 ○これまでの暮らしの把握

25 ○暮らしの現状の把握

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタ

　リング

27 ○個別の記録と実践への反映

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の

　多機能化

29 ○地域資源との協働

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう
支援している

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している

入所時に本人
の生活歴や生
活環境など、
本人、家族か
ら伺い、これ
からのサービ
ス支援に役立
てるよう努め
ている。

一日の状態・
過ごし方等
個々人のカル
テに記録し、
全職員が現状
の把握に努め
ている。

本人の思いや
願いなど生活
していく中で
見い出し、本
人、家族と意
見交換を行
い、より良く
暮らしていけ
るような課題
をたて、介護
計画を作成し
ている。

日々の生活記録には
毎日の表情変化や言
動が記録され、また
計画立案の際には毎
回職員全体で課題分
析や情報交換を行い
ながら、本人や家族
の思いを実現するた
めの目標を掲げられ
ている。より把握し
やすい記録になるよ
う記録方式に関して
今後も検討していく
意識があられる。

個別のカルテに
日常の様子や気
づき、ケアの実
践、結果を記録
し、職員間で情
報を共有しなが
ら介護計画の見
直しに活かして
いる。

本人や家族の
状況などを把
握し、その
時々に応じ
て、色々な
サービス支援
に取り組んで
いる。

地域の自治体
や消防団との
連携も取れて
おり、本人が
安全に暮らし
ていけるよう
支援してい
る。
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30 11 ○かかりつけ医の受診診断

31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有

　と支援

34 ○急変や事故発生時の備え

35 13 ○災害対策

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努
めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる
方法を日常的に防火管理及び消
火、避難訓練等を実施することに
より、全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いてい
る。
また、火災等を未然に防ぐための
対策をしている。

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

　介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切
な受診や看護を受けられるように
支援している

入所以前のかかりつ
けを継続受診し、希
望に沿って専門医の
受診も可能である。
受診後には毎回家族
への連絡や、職員連
絡帳に状況報告を行
うことで、全職員が
医師からの留意点や
注意事項に対して全
職員が統一して適切
に対応できるよう支
援されている。

重度化した場
合や、終末期
のあり方につ
いて、日頃か
ら職員間、家
族等で話し合
いや説明をし
ながら共に支
援に取り組ん
でいる。

終末期に真摯に向き合
い、医師や家族の協力の
もと本人や家族の希望に
より添い対応している。
今回家族と共に看取った
事例では、利用者や家族
の意向に添えたことで満
足した看取りにつなが
り、今後も医療や倫理観
の知識を増やし更なる充
実を図りたいと課題意識
を持って取り組まれてい
る。

消防署より定期
的に救急指導を
行っている。
又、急変時も病
院連絡や応急処
置ができるよう
日頃から心掛け
ている。

入所前からの
かかりつけ医
を大切にし、
希望があれば
相談の上、適
切な医療が受
けられるよう
病院受診を
行っている。

看護師連絡ノー
トを作成し日常
の情報、気づき
等を報告し、相
談している。
又、利用者が適
切な受診を受け
れるよう支援し
ている。

安心して治療で
き、早期退院が
できるよう病院
関係者との情報
交換、相談に努
め、本人のお見
舞いに伺うな
ど、関係づくり
に努めている。

消防署立会いの
下、避難・消火訓
練を実施。日常的
にも訓練を行い全
職員が対応できる
よう身に着けてい
る。地元消防団と
も連携体制を築い
ている。火災など
を未然に防ぐた
め、防炎ｶｰﾃﾝ防炎
絨毯の使用をして
いる。

毎年消防学校での消防訓
練を通して有事の際への
対応に備えているほか、
事業所での年2回の避難
訓練の実施を通して消防
署からの助言をもとに、
振り返りや気付きを話し
合い、実効性の高い取り
組みへと問題意識を持ち
ながら職員全体で取り組
んでいる。

月1回の自主点検を行い、
日頃から風水害に対する
話し合いの場がもたれて
いる。しかし、話し合い
の実績や検討結果の記録
が不足し、職員への伝達
や周知状況が分かりづら
い状況が見受けられる。
災害の影響を把握しさら
に実効性の高い訓練とな
るよう今後の取り組みに
期待したい。
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

入居者のリクエスト
への対応があるほ
か、ユニットごとに
献立が作成され、彩
のよい盛り付けによ
り食欲が湧く工夫
や、安心して食事摂
取できるよう落ち着
いた雰囲気作りがな
されている。法人内
で食事内容に対する
意見交換の機会も設
けられており食事の
満足度を上げる取り
組みもなされてい
る。

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

利用者の思い
を否定せず、
プライバシー
を損ねない言
葉掛けや対応
に努めてい
る。

入居者居室入口には
全室レースのカーテ
ンが設えられ、室内
が見えないようプラ
イバシーへの配慮が
なされている。言葉
のかけ方や姿勢、接
遇マナーを通してコ
ミュニケーションス
キルの向上を目指
し、毎月目標を掲げ
ながら入居者の尊厳
を重視した対応に努
められている。

本人が思いや希
望を表したりで
きるよう対応や
言葉掛けに努
め、難聴の方に
は筆談やジェス
チャーで自己決
定できるよう働
きかけている。

利用者一人ひと
りのペースを大
切にし、入浴日
や食事時間等、
どのように過ご
したいか希望に
添って支援して
いる。

本人の希望で職
員より髪のカッ
トをしてもらっ
たりと、その人
らしい身だしな
みの支援をして
いる。

食事の見た目や
盛り付け、器の
工夫など考えな
がら提供してい
る
その人の力量に
合わせ簡単な食
器洗い、テーブ
ル拭きなど手
伝ってもらって
いる。

一人ひとりに合わ
せた食事、水分
量、減塩食等栄養
バランスを考え、
ミキサー食の方に
は、栄養ドリンク
で栄養補給をして
もらうなどその人
に応じた支援をし
ている。

7/22



42 ○口腔内の清潔保持

43 16 ○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

46 ○安眠や休息の支援

47 ○服薬支援

入居者の希望や生活
リズムを尊重し、入
浴時間帯や湯温の設
定、脱衣室の室温設
定など利用者本位の
入浴方法となってい
る。適切な入浴方法
の選択や入浴時には
介護者の視線など、
入居者の羞恥心にも
配慮し安心して入浴
できるものとなって
いる。

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

排便チェック表
にて排便の有無
を確認し、その
人に応じた食事
の工夫や下剤の
調整、
腸の運動への働
きかけに取り組
んでいる。

毎日の入浴が可
能であり、入浴
前に本人に伺っ
たりと希望に合
わせ支援してい
る。
入ることができ
ない場合は、足
湯や清拭も行っ
ている。

食後のうがい
や歯磨きは一
人ひとりに合
わせ、入れ歯
の方には、ポ
リデントケア
も行ってい
る。

定期的にトイ
レ誘導を行
い、できるだ
けトイレでの
排泄ができる
よう排泄パ
ターンをつか
み、支援を
行っている。

時間ごとのトイレ誘
導を行い排泄の自立
支援に向け職員間で
声を掛け合いながら
全体で取り組んでい
る。適切な誘導を行
うことで尿取りパッ
ドの必要性がなくな
り、発語や入居者の
自信を取り戻すこと
ができた事例もあ
る。

本人の自室には、
自分の使い慣れた
備品を置いてもら
い、以前の生活と
変わらないように
してもらったり、
施設内にもソ
ファーや畳間にて
休息したりと安心
して生活できるよ
う支援している。

薬はすべて施設
での管理を行っ
ており、お薬
ファイルにて、
用法・用量につ
いて理解してお
り、症状の変化
を見逃さず、支
援に努めてい
る。
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48 ○役割、楽しみごとの支援

49 18 ○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

　所づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

施設内の至る所
にソファーや椅
子、テーブルの
設置をしてお
り、リビング内
には畳間もあ
り、一人ひとり
がリラックスで
きる場所を見つ
け、自由な時間
を過ごせるよう
にしている。

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

金銭管理は家
族が行ってい
るが、本人が
買い物したい
時は、小遣い
をお渡しし、
自分で使える
ように支援し
ている。

いつでも電話が
使え、本人自ら
も携帯電話を持
たれたりと、い
つでも電話がで
き、手紙もすぐ
に出せるよう支
援している。

建物の天井自体も
高くしてあり、光
のバランスや照明
にも気を遣い、刺
激がないよう配慮
している。
有線の設置もあ
り、落ち着いた曲
などを流し、苑内
に咲いている花々
をリビングに飾っ
たり、としてい
る。

職員による丁寧に手
入れされた共用空間
は採光や臭気に気遣
いがあり、季節の花
や利用者の作品が飾
られるなど居心地の
良い空間作りがなさ
れている。余暇時間
を、食堂で趣味の針
仕事をしながら職員
との会話を楽しむ入
居者もおられるなど
家庭らしい温かな雰
囲気が感じられる。

日常生活の中
で本人の力量
を把握し、役
割や楽しみご
とで気分転換
できるよう支
援している。

施設でも買い物
や花見に出かけ
る機会をつく
り、家族が来ら
れた時は、本人
と一緒に外出や
苑外の散歩な
ど、家族と共に
協力しながら支
援している。

重度化が進み、以前
のように事業所全体
での外出は困難な状
況になっているが、
家族の協力も得なが
ら季節ごとの花見や
自宅への帰省、また
地域の港や、なじみ
の饅頭を買いに一緒
に出かけるなど、で
きるだけ外気に触れ
ることができるよう
入居者の希望に添え
るよう取り組んでい
る。
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54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な

　環境づくり

Ⅴ　アウトカム項目

1，ほぼ全ての利用者の

2，利用者の2/3くらいの

3．利用者の1/3くらいの

4．ほとんど掴んでいない

1，毎日ある

2，数日に1回程度ある

3．たまにある

4．ほとんどない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての家族と

2，家族の2/3くらいと

3．家族の1/3くらいと

4．ほとんどできていない

56

62

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ご
せている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援
により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴ん
でいる。
（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

59

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

61

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めて
いることをよく聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情
や姿がみられている
（参考項目：36,37）

以前から使用
している家具
備品類の持ち
込みもあり、
本人の使い慣
れたものに囲
まれ、居心地
良く過ごせる
ようにしてい
る。

○

○

自宅より使い慣れた
寝具や鏡台、入居者
の思いが詰まった仏
壇、趣味の道具が持
ち込まれ、家具や
ベッドの配置など居
室それぞれが入居者
の生活歴に応じ、柔
軟な対応がなされ、
入居者が安らかに心
地よく生活できる様
子が窺われる。

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○

施設内には、至る
所に手すりを設置
し、自力で歩行し
やすいようにして
いる。自室のベッ
ドにも起き上がり
しやすいよう手す
りを設けたり、本
人が自立して生活
できるようにして
いる。

○

○

○

○

○
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1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある

3．たまに

4．ほとんどない

1，大いに増えている

2，少しずつ増えている

3．あまり増えていない

4．全くいない

1，ほぼ全ての職員が

2，職員の2/3くらいが

3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての家族等が

2，家族等の2/3くらいが

3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者との
つながりの拡がりや深まりがあり、事業所の理解者や
応援者が増えている。
（参考項目：4）

66

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね
満足していると思う。

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足して
いると思う。

65

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々
が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

○

○

○

○

○
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（別紙２－２）

Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

5 4 ○市町との連携

ユニット名　楽２棟

婦人会や園児たち
が慰問してくれた
り演奏会も行って
いる
毎年文化祭にも参
加し、利用者の皆
さんに自分たちも
地域の一員なんだ
と感じてもらえる
よう心掛けてい
る。

推進会議で、
日々の業務報告
をしたり、試食
会、話し合いを
行いサービス向
上出来るよう努
めている。

自
己
評
価

自己評価

実施状況

　事業所は、実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を、地域の人々に向けて活かしている

「楽苑は楽しい
ところ楽しくな
ければ楽苑じゃ
ない」という理
念を職員全員が
常に心掛けて、
実践につなげて
いる。

毎年敬老の日に
各自治会を訪問
して、地域貢献
に活かしてい
る。

運営推進会議や
文化祭等を通し
て、市町と交流
し、協力関係を
築けるよう取り
組んでいる。

　運営推進会議では、利用者やサービ
スの実際、評価への取り組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い、そこで
の意見をサービス向上に活かしている

　市町担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取
組みを積極的に伝えながら、協力関係
を築くように取り組んでいる

外
部
評
価

　地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり、管理者と職員
は、その理念を共有して実践につなげ
ている

　利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう、事業所自体が地域
の一員として日常的に交流している

項　　　　　　　目

外部評価

実施状況
次のステップ
に向けて期待
したい内容

１　自己評価及び外部評価結果



6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

9 ○契約に関する説明と納得

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の

　反映

11 7 ○運営に関する職員意見の反映 職員会議や事業
所会議、毎朝の
申し送り等で意
見や提案を聞く
場を設けている
日常的にも常に
職員間での話し
合いも行ってい
る。

虐待防止の勉強
会も行い、虐待
はあってはなら
ないことを理解
し、行っていな
い。態度、言葉
遣いにも気を付
けている。

権利擁護に関す
る制度について
学ぶ機会があ
り、利用者がい
つでも活用でき
るよう支援して
いる。

契約前には、施
設内を見学して
もらったり、利
用者や家族に十
分説明を行い、
要望など伺い納
得を図りながら
行っている。

家族の面会時や
運営推進会議等
で意見を表せる
場を設けてい
る。
玄関前にも意見
箱やアンケート
の設置も行い運
営に反映させて
いる。

身体拘束は行って
おらず、どうして
もの時は、家族と
相談の上、説明・
同意書を得、行っ
ている。
日中、玄関は施錠
しておらず、セン
サー音での対応に
て行っている。

　代表者及び全ての職員が「指定地域
密着型サービス指定基準及び指定地域
密着型介護予防サービス指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」
を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組
んでいる

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち、利用者の
自宅や事業所内での虐待が見過ごされ
ることがないよう注意を払い、防止に
努めている

　管理者や職員は、日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機会
を持ち、個々の必要性を関係者と話し
合い、それらを活用できるよう支援し
ている

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点を
尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている

　利用者や家族等が意見、要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

　代表者や管理者は、運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け、反
映させている



12 ○就業環境の整備

13 ○職員を育てる取組み

14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

17 ○初期対応の見極めと支援

本人の要望、不
安なこと、困っ
ていること等に
耳を傾けなが
ら、本人が安心
して生活できる
ような関係づく
りに努めてい
る。

入所時に家族等
からの要望・不
安なこと等、相
談に応じ、本
人・家族とも安
心して生活でき
るような関係づ
くりに努めてい
る。

本人や家族が、
今、必要として
いるサービスを
見極め、それに
応じたサービス
ができるよう努
めている。

職員の能力・力量
を把握し、外部研
修を受ける機会を
設け、参加を促し
ている。
研修を受けること
で、本人のやりが
いや意識向上につ
なげている。

勉強会、講習会
を通じて互いの
意見交換を行
い、サービスの
質の向上につな
げていく取組を
行っている。

職員の努力や実
績を把握し、や
りがいや向上心
を持って働ける
よう環境・条件
の整備に努めて
いる。

　代表者は、管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり、ネットワーク
づくりや勉強会、相互訪問等の活動を
通じて、サービスの質を向上させてい
く取組みをしている

　代表者は、管理者や職員個々の努力
や実績、勤務状況を把握し、給与水
準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

　代表者は、管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し、法人内
外の研修を受ける機会の確保や、働き
ながらトレーニングしていくことを進
めている

　サービスの利用を開始する段階で、
本人が困っていること、不安なこと、
要望等に耳を傾けながら、本人の安心
を確保するための関係づくりに努めて
いる

　サービスの利用を開始する段階で、
家族等が困っていること、不安なこ
と、要望等に耳を傾けながら、関係づ
くりに努めている

　サービスの利用を開始する段階で、
本人と家族等が「その時」まず必要と
している支援を見極め、他のサービス
利用も含めた対応に努めている



18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

車イスの方を押
してもらった
り、折り紙、塗
り絵等個性を活
かした環境を提
供し、対話の場
を増やしてい
る。

入院先を見舞っ
たり、家族の方
と逢えば近況を
伺ったり、気軽
に声を掛け合え
るよう努めてい
る

精神面・健康面
を考慮し日常の
今必要な事、改
善すべき点を見
抜き、本人同
意、主体の下対
応している。

衣食住を共に営む
中で、共同作業か
ら生まれる対話や
知恵を伝授しても
らっている。
単なるリハビリの
一環とせず、手
伝ってもらって嬉
しいと素直に喜ん
でいる。

面会時に近況を伝
え、家族が見た本人
の今と照らし合わせ
ながら、互いに相
談、又は、提案でき
る間柄を築けるよう
心掛けている。
玄関内に日常を撮っ
た写真を置き、家族
の方がいつでも手に
取って見れるように
している。

家族との外出、
外泊、行きつけ
の店（理・美容
院）への来店な
ど、外部との関
わりを打ち切ら
ないよう支援し
ている。

　職員は、家族を支援される一方の立
場に置かず、本人と家族の絆を大切に
しながら、共に本人を支えていく関係
を築いている

　本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れないよ
う、支援に努めている

　利用者同士の関係を把握し、一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わり
合い、支え合えるような支援に努めて
いる

　職員は、本人を介護される一方の立
場に置かず、暮らしを共にする者同士
の関係を築いている

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしなが
ら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難な
場合は、本人本位に検討している。



24 ○これまでの暮らしの把握

25 ○暮らしの現状の把握

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタ

　リング

27 ○個別の記録と実践への反映

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の

　多機能化

29 ○地域資源との協働 地域の消防団や
自治会との連携
も取れており、
一緒に避難訓練
を行うなどし
て、安全に暮ら
していけるよう
支援している。

入所時にこれま
での本人の生活
歴、環境、習慣
等、本人や家族
を通じ把握に努
めている。

本人の一日の生
活状態を個々の
カルテに記録
し、現状の把握
に努めている。

本人の日常生活
の中での思いや
願いなどを見い
出し、本人・家
族・職員間で相
談しながら意見
交換をし計画を
作成している。

個々のカルテに
日々の様子やケ
ア内容を記録
し、職員間で情
報を共有しなが
ら見直しに活か
している。

本人や家族の状
況をふまえ、そ
の時に合った
サービス提供の
支援に努めてい
る。

　本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について、本人、家族、
必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

　本人や家族の状況、その時々に生ま
れるニーズに対応して、既存のサービ
スに捉われない、柔軟な支援やサービ
スの多機能化に取り組んでいる

　一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発
揮しながら安全で豊かな暮らしを楽し
むことができるよう支援している

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方、生活環境、これまでのサービス
利用の経過等の把握に努めている

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身
状態、有する力等の現状の把握に努め
ている

　日々の様子やケアの実践・結果、気
づきや工夫を個別記録に記入し、職員
間で情報を共有しながら実践や介護計
画の見直しに活かしている



30 11 ○かかりつけ医の受診診断

31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有

　と支援

34 ○急変や事故発生時の備え

35 13 ○災害対策

応急手当、ＡＥ
Ｄ、対処法等、
救急隊の訓練を
定期的に受け、
職員も意識を高
め、身に付ける
よう努めてい
る。

消防署立会いの下避
難訓練、消火訓練を
実施。
地域の消防団とも連
携を取りながら行っ
ている。
日常的にも避難訓練
を行っており、全職
員が身に付けられる
ようにしている。
火災等、未然に防ぐ
ため、防災ｶｰﾃﾝ、防
災絨毯の使用をして
いる。

入所前からのかか
りつけ医を大切に
し、継続して受診
できるようにして
いる。
必要に応じ、本
人・家族の不安が
ないよう適切な医
療を受けられるよ
う支援している。

本人の変化、気づ
きを看護師ノート
に記入し、看護師
が常に把握できる
よう努めている。
体調に応じて病院
受診し、Drの指示
を受けている。

入退院時、家族
と病院と情報交
換を密にし、本
人、家族が安心
できるよう努め
ている。

家族、病院と終
末期について十
分話し合い、体
調を見極め、家
族の要望に出来
るだけ応じてい
くよう努めてい
る。

　重度化した場合や終末期のあり方に
ついて、早い段階から本人・家族等と
話し合いを行い、事業所でできること
を十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対応
の訓練を定期的に行い、実践力を身に
付けている

　火災や地震、水害等の災害時に、昼
夜を問わず利用者が避難できる方法を
全職員が身につけるとともに、地域と
の協力体制を築いている

　利用者が入院した際、安心して治療
できるように、また、できるだけ早期
に退院できるように、病院関係者との
情報交換や相談に努めている。又は、
そうした場合に備えて病院関係者との
関係づくりを行っている。

　受診は、本人及び家族等の希望を大
切にし、納得が得られたかかりつけ医
と事業所の関係を築きながら、適切な
医療を受けられるように支援している

　介護職員は、日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを、職場内の看護
職員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している



Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

41 ○栄養摂取や水分確保の支援 普通食、粗刻み、超
刻み、ミキサー食、
汁物にはとろみを入
れる等、一人ひとり
に合った食事の提供
毎日のカロリーが偏
らないようバランス
を考えたメニュー作
成を行っている。

希望や意見を見
極める為に常に
アクティブリス
ニングに心掛
け、職員の側の
誘導がないよう
に心がけてい
る。

一日座って過ごす
方、本を見られる
方、自室で過ごされ
る方、等々、無理強
いせず一日を過ごし
て頂き、レクレー
ションや催しものが
ある場合は、声掛け
により参加して頂く
無理強いせず、本人
を尊重する。

上下がバラバラ
で全く合わない
ということがな
いように、本人
の好みもふま
え、ただ着てい
るということの
ないようにして
いる。

野菜の皮むき、イ
ンゲンのすじ取り
等々、下ごしらえ
の手伝い、食後の
食器洗いなど共同
作業を行い、食の
楽しさを知って頂
く。
季節ごとのフルー
ツの提供。

その人の人となり
を大切にする為
に、本人の好みや
意識の持ち方、以
前の生活形式等よ
く知るようにして
いる。
それによって、そ
の人その人の尊重
仕方に配慮し対応
をしている。

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや対
応をしている

　日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり、自己決定できるように働き
かけている

　職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく、一人ひとりのペースを大切
にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

　その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している

　食事が楽しみなものになるよう、一
人ひとりの好みや力を活かしながら、
利用者と職員が一緒に準備や食事、片
付けをしている

　食べる量や栄養バランス、水分量が
一日を通じて確保できるよう、一人ひ
とりの状態や力、習慣に応じた支援を
している



42 ○口腔内の清潔保持

43 16 ○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

46 ○安眠や休息の支援

47 ○服薬支援

眠れない時は、ホッ
トレモン、ホットミ
ルクを飲んでいただ
き、心を落ち着かせ
てもらう。
部屋の温度調整
日中に布団干し、
シーツ交換など安眠
への提供を行ってい
る。

一人ひとりのお
薬手帳を保管し
ている。
個人の一日に服
用する時間ごと
に仕分けして服
用していただ
く。

義歯の方はポリ
デント使用で、
食後のうがい。
歯のない方は、
口腔ケアでの消
毒を行っている
一人でできない
方は介助にて実
行。

寝たきりの方は
時間を定めオム
ツ交換を行い、
便の時は清拭を
行う、一人で行
かれる方は声掛
け誘導にてトイ
レへお連れして
いる。

個人の便チェッ
ク表を作成し、
毎日確認して薬
等で対応し、便
秘がないように
している。
個人個人の食事
管理。

毎日の入浴が可
能である。
入浴剤使用にて
リラックスして
入浴できるよう
対応している。

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
飲食物の工夫や運動への働きかけ等、
個々に応じた予防に取り組んでいる

　一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように、職員の
都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしてい
る

　一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて、休息したり、安心して
気持ちよく眠れるよう支援している

　一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確
認に努めている

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態や
本人の力に応じた口腔ケアをしている

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る



48 ○役割、楽しみごとの支援

49 18 ○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

　所づくり

家族等とすぐに
連絡が取れるよ
う連絡網を作成
している。
自由に電話が出
来るような体制
も取っている。

気分を害さない
様、玄関・トイレ
等、アロマ・消臭
剤にて対応してい
る。
季節の花が解るよ
う生け花にして提
供している。
各部屋には芳香剤
を設置している。

お金の管理はす
べて家族で行っ
ている。
必要に応じて、
本人が使えるよ
う支援してい
る。

本人の出来るこ
とを見い出し、
縫いもの、塗り
絵、生け花、編
み物、折り紙
等々、個々に
合った趣味を提
供している。

家族の行事など、
連絡を取り合い、
自由な時間に出掛
けられるよう受け
入れ体制を取って
いる。
身寄りのない方
は、本人の希望に
より買い物に出掛
けたりする。

　職員は、本人がお金を持つことの大
切さを理解しており、一人ひとりの希
望や力に応じて、お金を所持したり使
えるように支援している

　家族や大切な人に本人自らが電話を
したり、手紙のやり取りができるよう
に支援をしている

　張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように、一人ひとりの生活歴や力を
活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に努
めている。また、普段は行けないよう
な場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけ
られるように支援している

　共用空間の中で、独りになれたり、
気の合った利用者同士で思い思いに過
ごせるような居場所の工夫をしている

廊下に椅子、
テーブル等を設
置し、個人の時
間を過ごせるよ
うにしている。

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている
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55 ○一人ひとりの力を活かした安全な

　環境づくり

Ⅴ　アウトカム項目

1，ほぼ全ての利用者の

2，利用者の2/3くらいの

3．利用者の1/3くらいの

4．ほとんど掴んでいない

1，毎日ある

2，数日に1回程度ある

3．たまにある

4．ほとんどない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

○

○

○

○

○

お風呂場、トイ
レ、廊下と、手す
りを設置。
歩行困難な方がス
ムーズに移動でき
るよう手助けし、
ベットには自力で
起き上がりができ
るよう手すりを設
置している。

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人
や家族と相談しながら、使い慣れたも
のや好みのものを活かして、本人が居
心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や
姿がみられている
（参考項目：36,37）

家に居た時とほ
ぼ同じような部
屋作りを心掛
け、家族写真や
長年使用してい
た家具等を持ち
込み、穏やかな
日々を過ごせる
よう努めてい
る。

○

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んで
いる。
（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

59

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

61

56

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせ
ている。
（参考項目：30,31）



1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての家族と

2，家族の2/3くらいと

3．家族の1/3くらいと

4．ほとんどできていない

1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある

3．たまに

4．ほとんどない

1，大いに増えている

2，少しずつ増えている

3．あまり増えていない

4．全くいない

1，ほぼ全ての職員が

2，職員の2/3くらいが

3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての家族等が

2，家族等の2/3くらいが

3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない

○

○

○

○

○

○

○

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満
足していると思う。

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めてい
ることをよく聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足してい
ると思う。

65

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

66

62

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつ
ながりの拡がりや深まりがあり、事業所の理解者や応援
者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援に
より、安心して暮らせている。
（参考項目：28）


